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The giound amplitudes of earthquakes depend largely upon the ground structq.res ne'ar 

stations. For the elimination of fluctuationdue to irregularityand estirnation of arnplitudes 

i~ case that every station would be on the same structure 匂roundstructure of coefficient 1)， 

the. ground coefficient of rnany different stations in our network will be presented in this 

paper (cf. Table 1， 2). 

Amplitudes can be corrected by rnultiplying the coefficient to the observed values. The 

results are very beautiful and may be applied to various studies (cf. Fig. 3). 

~ 1.・まえがき

各地で地震動を観測した場合，振幅，周期などが震央距離，方位，地震計の種別などのほか，観

測所附近の地盤の性質によって著しく影響され.ることはよく知られている.

地震動の振幅は種々の調査上重要な要素であり，特に最大振幅は最近 Magnitudeの調査などに

よく使用されるようになった.・しかし，最大動の資料を整理してみると，その観測値は著しいばら

つきを示すのが常である (Fig.3 参照~. 

今，もしも地盤による振幅の影響を取り除き，ある一様な地盤(すなわち係数 1の地盤)の上に

すべての観測所があるとし，その上で観測されると仮想される振幅が求められるならば，ばらつき

は相当小さくなるはずである.すでに，このような試みも 2，3行われており， “地盤係数"が種

々求められている .1) したがっ;て，同様な調査を再び行うことは無意味かとも思われるが，こ Lで

は多少違った観点から振幅係数を求めてみた.

~ 2. 調査の方法

( 1 ) 今まで行われた方法では，相当大きい地震を資料に用いたため，震央に近い所では強震

計，速い所では微動計類で観測された振幅を用いている.こ Lでは(これらを同一視Lて用いるこ

とには質，量ともに疑問があるので)，微動計(主として Wiechert式地震計〉で完全に記象が取れ
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る程度の比較的規模の小さい地震を用いた.

(2) 振幅は便宜上最大動の水平成分を合成して用いた.

(3 ) 地震計に記録される振幅は地震動およびそれに対する地震計の種別によって変化する.一

方，また，地盤も種々の周期に対しある特性を持っていると考えられるく2) したがって，こ Lで、は，

一応(振動倍率が比較的よ様な範囲として， ..iた，波の質を一様にする意味からも)，周期 5sec以

下の最大動について調査を行った∞.

(4) 浅い地震では震央距離が非常に近い聞は，振幅が距離に対して急変すると考えられるので，

一応震央距離 100km以下の資料は使用しなかった.また，震央距離が大きいと，周期，.および波

の質そのものについても問題があるので， 600km以上は捨てた.

(5 ) 使用じた地震は震源の浅いものだけ41個を選んだ.また，方位による影響をさけるため，

全国的に分布するように選んだ (Fig.l参照). 

• 

Fig. 1. Distributionof the epicenter 
of the earthquakesused in the 
present investigation 

(6 ) 最大振幅が震央距離に対していかに減衰す

るかに。いてはいろいろの問題があり，種々の議論

1000fJ: 
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Fig. 2. Standard attenuation curve of amplitude 

against . epicentral distance. Heavy line 

the author's， Light line Tsuboi's 

もあり，一義的に定めることは困難であるが，ここでは，実験的に一つの標準曲線を求めて使用 L

た.すなわち，縦軸に log A (Aは振幅)横軸にム(ムは震央距離)を取ってグラブを書くと，

多少問題はあるがムがあまり小さい所と大きい所とを除けば，途中大体直線的傾向になる.そこ

で，観測値をプロ γ トして， これを満足するような直線を求め，この操作をおのおの独立に行い，

ての 異常震域の存在，、あるいは，森田:験震時報 10，11など
(3) 参考までに今回の調査に用いた地震の最大動周期別の分市を示すと，

o ~ 1sec: 10% 4 ~ 5sec: 8 % 

1 --2sec: 26% 5 ~ 6sec: 3 % 

2 --3sec: 28% 6 --. 4 % 
3 --4sec: 21% 

となり， 5sec以下の波が大部分である.
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41の地震について振中高のムに対する減哀を求めてみると，平均して 0.0027土0.0002となる・'した

カミって， log Aニ logAo-O .0027ム

を標準曲線としで用いたくの.

(7 ) この標準曲線を基準と Lて，各地震について，またー各観測所について，

(K:地盤係数.A:標準振幅)を求め，平均して地盤係数とした.

~ 3. 結果および応用.

以上のような操作により求めた各地の振幅係数は Tab.1(5)および， Tab. 2'6) に示すようにな

る.また，これらを使用して最大動を補正してみる-とかなりよい結果が得られた (Fig.3参照). 

~ 4. むすび

始めに記したようにこ Lで求めた係数は比較的小さな浅い地震の， また周期 5sec以下の振幅に

ついての結果であるの.一般に振幅係数は種々の周期に対し"あるいは，地震計の種別により，ま

たは浅発，深発，遠地.地震などいろいろの場合におのおの

また，おのおのの結果より各地の地盤の地震動に対する特性などを知る手がかりになるとも思われ

るので，今後いろいろの場合について試みてみようと思う.

おわりに，種々御教示を給ヲた井上，広野両博士，実際にこれらを用いて御批判御激励下さった

末広，村井，高橋諸技官，御協力下さった小野崎氏に深謝致します.

Table 1 

Station I K 1 r l N 11 Station I K 1 r -1 N 11 Stati'on * I r I :N 
Aikawa 3.1 1.0 811 Kobe 1.0 0.2 19 Owashi 2.8 8 
Akita 0.8 0.2 12 Kochi 2.3 0.7 14 

SSaakgaa i 、ー
0.2 0.1 5 

Aomori 0.3 0O .1 16 Kofu 0.4 0.1 24 0.2 0.1 4 
As::thikawa 0:5 .1 511 Kumagロa10ytao 0.7 0.1 28 Sakata 0.3 0.1 4 
Aso・san 0.5 0.1 411 Kumam 0.6 0.1 10 Sapporo 1.1 0.3 6 

Chichibu 1.5 0.3 6 

KM島M生yaaaoetttSsbou1a1nsstEh1o1z rto o 

1.3 0.2 18 
Ssehniodrani isaki 

1.3 0.2 15 
Choshi 2.2 0O .4 11 1.2 0.3 23 2.1 0.6 9 
Fukui 1.0 .3 13 0.8 0.2 14 Shimizu 3.0 0.4 4 
Fushiki 1.0 0.2 7 3.1 0.4 511 Shimonoseki 1.1 0.3 2 6 
Fukuoka 0;9 0.2 811 Matsuyania 1.4 0.2 13 Shiraka、wa 1.'5 O. 6 

. ー . 
，Fukushima O 1.6 0.3 15 Mishima 0.8 0.2 18 Shizuoka 1.4 0.3 11 
Funatsu .5 0.2 22 Mito 0.9 0.1 13 Sumoto 1.9 0.3 20 
Gifu 1.2 0.2 29 乱1iyako 3.3 1.0 14 Takada 0O ..8 9 O O .2 8 
Hachinohe 2..3 0.5 811 Miyazaki 0.7 0.2 511 Takamatsu .1 6 
Hamada 2.5 0.6 711 Miyazu 0.9 0.1 16 Takayama 1.9 0.4 6 

to be continued 

(4) 坪井博士の 'Magnitudeを求るたときの式(GeophysicalNotes，むと比転ずると Fig.2のようになる.

(5) 表中の観測所のなかには，戦災，その他で途中観測所の移動，機械の変更などがあったものもあるが，
一応，そのま￥記載しておいた.

(6) Tab. 2は資料が少なく正確ではないが参考までに記載したものである.

(7) 実際に使用してみると，これらの地震だけでなく他の地震についてもかなりよく応用できるようである.
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Station ¥ K J r ¥' N ， 11 SUuion ¥ K ¥ r 1 N' ¥1 Station 1 KI r I N 

HHaikmoname atsu 0.8 0.1 22 11 Mizusawa 0.7 1411 Tokushima 0.4 0.1 13 
0.6 0.1 26 

I1 ~or~ 0.7 0.3 711 Tokyo 0.6 0.1 21 
Hiroshima 2.8 0.6 9 

Mh41o1rTiootkoa misaki 
1.8 0.2 10 Tadotsu 1.2 0.2 7 

Ibukiyama 1.6 0.4 7 3.0 0.9 10 Tomie、 2.3 0.7 6 
Iida 0.7 0.1 22 Nagano 0.7 0.2 29 Tomisaki 0.8 0.2 22 

Inawashiro 0.9 0.2 411 Nagoya 0.5 0.1 34 

TTTToossu uyykGaomukba a a-san -

0.9 0.2 24 
Iizuka 2.3 0.6 5 511 Nemuro 3.5 0.5 4 1.0 0.2 14 
Ishinomaki 2.4 O. 411 Niigata 0.5 0.2 16 0.4 0.1 19 
Ito 1.4 0.3 511 Numazu 0.4 O O .1 9 2.8 0.5 8 
Izuhara 2.7 0.5 4110ita 0.5 .1 511 Tsuruga 0.8 0.1 7 

. 

Kagkoiosk hima 0.4 0.1 6110iwake 0.6 0.1 16 

IIWWJJtwaasa3ku11anm1yOma a Ina m lya a 
'O 3 .9 O O .2 18 

Kakioka 1.4 0.2 15 Okayama 0~9 0.2 . 5 .1 .8 4 
Katsuura 1.4 0.1 511 Omaezaki 0.5 O O .1 18 0.7 0.2 19 
Kameyama 0.7 0.1 24 Onahama 0.8 .1 15 1.3 0.2 16 
Kanazawa 0.7 0.1 13 Osaka 0.4 0.1 26 Yamagata 1.6 0.4 13 

Kashiwara 1.1 ‘ 0.2 19 Osima 1.5 0.3 Yokohama 0.5 0.1 26 

K ; Ground coefficient r Probable error N ; Number of shocks used in determination 

Table 2 

Station ¥ Hachijo-jima 1 Kushiro ¥ Nagasaki ，¥ Obihiro. ¥ Unzend山¥Ur山wa ¥ Yonago 

K I 1.8¥ . 2.01. 2.6¥ 0.41. 0.6¥2.71' 0.7 

Fig. 3， a Fig.・3，b -
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